
 

 

 
 
 

 
 
コロナ・パンデミックーいくつかの観点と展望 
 
新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）は世界各地に広がり、公共生活に前代未聞の影響を及ぼし、市

民の権利を制限するにまで至っています。この感染症の、多くは軽症に経過する症状は、特に気

道と心臓・循環器系に関わります。発熱、筋肉痛、倦怠感などの一般症状のほかに、病気がそこ

まで進行した場合は、特に中心のリズム人間の器官としての肺に重い症状が出ることがありま

す。SARS-CoV-2 ウイルスの ACE2 受容体への関係を通して、心臓血管の調節障害を引き起こすこと

があり、これがたとえば降圧剤（ACE 阻害薬など）を服用している高血圧の患者により強い影響

を及ぼすことがあります。 
ウイルスやその他の病原体は、大概はそれに応じた素質が存在するとき、初めて明らかな疾患に

つながります。というのも、すべての人間が感染後に病気の症状を示すわけではないからです。

また、病気の症状を示す場合も、その程度には非常な差があります。そのため、COVID-19 の世界

各地の死亡率評価（すべての年齢グループに関しての見積もり）は、現在、0,25–3％1 の間を揺れ

ています。ドイツでは 0,3 - 0,7%の間です.2 一部では、国際的にももっと顕著に高い数字が挙げら

れています,3 が、包括的な検査によって感染者数と死亡者数の正確な比較が可能になっている国

はほとんどありません。たとえば深刻な影響を受けているイタリアなどでも、実際の感染者数

は、検査による陽性者数よりも確実に多いのです。 
病原体の侵入があると、人間の能動的な働きとして炎症が起こります。炎症は、侵入した異物作

用の克服に役立つのです。したがって、私たちは、病原体による感染、人間の必要な素質、炎症

の応答とを区別しなければなりません。ですから、意味のある炎症による克服のための反応を、

無批判に抗炎症・解熱剤によって抑圧することがあってはなりません。それによって重篤な経過

が助長されうるということがわかっています。この病気について、アントロポゾフィー医学が予

防と治療をめぐってどのようなことを推奨しているのかは、すでに発表されています。予防と防

止は、さまざまなレベルで適切に行わなければなりません。もちろん、手洗いは特に重要です

し、飛沫感染を防ぐために咳をするときに肘で口を覆うことも重要です。しかしまた、素質にも

目を向ける必要があります。COVID-19 については、高齢者や基礎疾患のある人、特に心臓・循環

器系や糖代謝の持病がある人のリスクが特に高いことが知られています。また、ストレスや不安

も免疫の働きを弱め、感染後の病気の重篤な経過を助長します。意識世界の過緊張、睡眠不足、

運動不足は、感染への感受性を高め、感染症への素質につながります。現在、多くの人々のなか

に、この危機の影響によって経済的実存を失うことへの現実的な不安が現れています。 
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病気の本質 
 
病気にはさまざまな次元があります。目にみえるいくつもの症状が合わさって一つの全体、その

時々の「病像」を浮かび上がらせます。この病像の中で、一つの類型が語っています。病気は臨

床的に非常に多様に進展し、それでいて何か共通のものを有しています。ある病気の類型はその

病気の精神的な「原理」であり、それが病気になった人間の中に現れ、個性化されるのです。そ

のことからわかるのは、病気とはその目にみえる症状以上のものであるということです。目にみ

える症状は、病気の本質を指し示すものであり、この本質は病気の徴候の中に現れます。この病

気の本質はどのような性質と特性を有しているのでしょうか？ 著名な病理学者ウィルヒョウ

は、感染症には素質が必要であると述べています。もし感染症にはそのための素質が必要である

なら、この素質は明らかに病気の本質とも関係があるはずです。私たちはここに幾つかの次元を

区別することができます。 
• 一般的素質、不安、ストレス、意識における、また職業上の過大な要求ーこれは疑いようもな

くグローバルな物質主義的な「西洋型」の仕事社会の特徴です。これに加えて発熱や疲労感と

いった生体が安静を求めて発する意味のある応答を可能な限り無視し、しばしば薬物によって

抑え込むという傾向が広がっています。このやり方はおそらく重篤な経過に大いに貢献するこ

とでしょう。過剰な負担がかかり緊張した魂、そしてストレスと緊張を発達させる感情は、感

染症がリズム系に到達する素地をつくります。 
• しかしまた、意識の内容にも意味があります。私たちが真実に近づく時、私たちは自分の本質

と精神界との結びつきを体験します。真実の認識は喜び、確信、信頼、満たされた気持ちを呼

び覚ますことができます。そこで私たちが出会う特性は、私たちに必要な方向づけを与え、人

間を緊張や不安から解放し、それによって身体的な健康の力を強めるものです。それに対して、

不真実や嘘は病的な作用を及ぼします。そこでは人間は精神的な真実の世界から切り離され、

孤立し、真実から流れ出す治癒の力が妨げられます。ルドルフ・シュタイナーは「人類の嘘4 
は疫学的な意味を持ち得る、と述べています。 そこで問題になっているのは個々の患者ではな

く、むしろ公共の議論における真実との関わりです。フェイクニュースや真実に反する歪曲の

時代にあっては、このような精神的な次元にも意味が出てきます。ルドルフ・シュタイナーは

同様にスピリチュアリティの育成と唯物的思考が持つ有害性についても述べています。「病原

体が最も集中的に育成されるのは、人間が唯物的な信念をもって睡眠状態に入る時です。病原

体の育成にとって、唯物的な表象だけを抱いて眠りに入り、そこから、精神的世界から、自分

の自我とアストラル体から物質体の諸器官に働きかけることほど有効な手段はないのです

［…］。」5  
このような背景を前にした時、このパンデミックの起源をめぐる陰謀説にも問題があります。

アントロポゾフィーの界隈でもそういった陰謀説が行き交うことは稀ではありません。 真実を

吟味し、様々なニュースを自ら消化し、単なる主張の影響を受けないための思考における意志

は、私たちの免疫系の一部を形成します。そこでは私たち自身が責任を担っています。 
• 意識世界、すなわち神経感覚系の強調によって、ウイルス性感染症への素質が発生する時、そ

の素質を変容させるためには、熱をもたらす運動と意志の働きが必要です。恐れは意志を妨げ

ます。いわば外的なペースメーカーによる機能が職業生活を決定するように、私たちは外から

 
4 Steiner R: Die Theosophie des Rosenkreuzers, GA 99, Dornach 1985, Vortrag vom  30. Mai 1907. 
5 Steiner R: Wie erwirbt man sich Verständnis für die geistige Welt?, GA 154, Dornach 1985, Vortrag vom 5. Mai 1914. 



 
 

決定されることになります。 したがって私たちの情報化社会における意識への過剰な負担、

緊張、感情における不安やストレス体験、また意志における無気力をもたらす恐れが、病気の

素質を表していると言えます。三分節化に即して言えば、この素質は人間本質の構成要素が神

経感覚系に向かって方向づけられた状態であると言えます。そこで置き去りにされた生体は感

染症の侵入や異物による「占領」を受けやすい状態になると言えます。 
子ども時代や若い成人において、精神的および魂的な本質は身体と結びつき、この身体を形成

していますが、年齢を重ねるとともにこの精神的・魂的本質は身体から離れていきます。それ

によってまさに高齢の人々は COVID-19 への素質を発達させるのです。コロナ・パンデミック

は人間に関わるものであり、明かに動物は発病しません。これによって明らかなのは、この病

気は自我の本質と関わるものであるということです。 したがって予防と治癒は、他の多くの

要素とともに、この精神的な次元を包括するものでなければなりません。 
 
 
 
衛生生成、健康生成、自己生成の強化 
 
私たちは健康化についてさまざまな次元を区別しています。まず、身体的な治癒というものがあ

り、これについてはグンター・ヒルデブラントに倣って「衛生生成」という言い方をします。身

体的治癒には、魂的な寄り添いが必要です。不安と恐れは良き助言者ではなく、緊張と内的な不

安によって構築性の生命力や治癒力を弱めます。危険な状況の中で、有意味性が認識される、ま

たは創造されるならば、または物事の相互の関連が理解され、処理可能性が存在するならば、そ

こには「健康生成の可能性」が発生します。アーロン・アントノフスキーは、こうした自我が導

く意識的な魂の変容作用を「コヒアレンスの感覚」という言葉で総括しました。さらに、病気と

の出会いを通して内的な進化が起こり 、自己発達へ、すなわち「自己生成」へつながることがあ

ります。 
そのようにして予防には内的及び外的な側面があるのです。内的には支えになる観点や精神的な

内容が重要であり、それが内なる関連を育成する力をもたらし ます。感染症の制御は、外的には

隔離に至ります。公共の催しが中止され、国境が閉鎖されます。特に外出禁止は、人々を自然、

太陽光、星空の体験から切り離すため、大きな影響を及ぼすでしょう。それに対して必要なのは、

内的、精神的な光、愛情のこもった心遣い、他者への関心という形の内なる太陽、価値観の実践

という形の内なる務めを強めることです。な 最終的に、希望なしに治癒はありません。その意味

で私たちは見通しや内なる確信によって生きていると言えます。外的な助けとなるのは、可能な

限りの能動的で自発的な運動、太陽への関わりです（ルドルフ・シュタイナーは 1920 年、ビタミ

ン D の発見前に光欠乏の感染症学的な意味を指摘していました 6）。適切な時間、適切な量の太陽

光を浴びることは、感染症への防御力を強め、身体における自我の存在を促進し、私たちの内的

な、ホルモンによって仲介される光リズムを安定させる基盤を形成します。私たちに必要なのは

不安を取り除くための太陽光への関係だけではなく、いわばノヴァーリスの一連の詩「夜の讃歌」

が示すように、夜を、星空を大切にすることでもあります。夜の人工照明やモニターなどの光公

害が健康に及ぼす影響については、すでに十分に知られるようになりました。私たちのリズム系

は、太陽とその日中の運動に結びついています。そこからたくさんの数の概日リズムが存在する

ことがわかっています。１日のリズムを形成すること、特に目覚めと眠りの生理学的な関係が重

要なのです。 短すぎる眠りも長すぎる眠りも病的に作用し、免疫学的機能の制約につながります。

 
6 Steiner R: Geisteswissenschaft und Medizin, GA 312, Dornach 2020, Vortrag vom 24. März 1920. Vgl. dazu Reckert T: 
Titel Sonnenlicht, Vitamin D, Inkarnation. Der Merkurstab 62 (2009), S. 577–593.  
DOI: https://doi.org/10.14271/DMS-19529-DE 
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さらに重要なのは、熱との関わりです。心臓・循環器系は私たちの熱機構の中心器官を形成し、

強化が必要です。呼吸器系も同様です。そこで中心的な意味を持つのは、自己運動です。ここで

はルドルフ・シュタイナーが 1921 年のオイリュトミー療法講座の第５講で示した健康オイリュト

ミーのエクササイズ、特に畏敬の A、愛の E、希望の U の 3 組がリズムの R によって補われること

で、価値のある強化作用をもたらすことでしょう。これは小グループで練習したのち、個別に実

践することができます。外的な運動と太陽光を規則的に浴びる必要性については、既に述べまし

た。こうした背景からも、「在宅検疫（隔離）」には感染症学的に意味のある利点とは別に、上

記のような助けとなる要素を制約することから懸念される影響もあると考えられます。 
 
 
 
なぜヒト病原ウイルスが発生するのか？ 
 
大きな謎は、この新しいウイルスはどこから来たのか、なぜ発生したのか、ということです。興

味深いことに、ウイルスの多くは動物界に由来し、コロナウイルスも同様です。私たちも自分の

腸管に細菌、マイクロバイオータ（細菌叢）だけでなく、無数のウイルスを宿しています。腸内

細菌と同様、それらのウイルスも私たちの健康にとって重要なものです。さらにわかっているの

は、私たちの免疫機能だけでなく、生体内の多くの領域、私たちの心の状態までもが、腸内細菌

の影響を受けているということです。それでは、なぜ動物界に由来するウイルスが人間にとって

危険になるのでしょうか？現在私たちは、動物たちに表現し難いまでの苦しみを与えています。

大量の残酷な殺害から動物実験まで、動物界は救いようのない痛みに晒されているのです。生き

た動物の商取引も、動物たちに不安に満ちたストレスを与えます。こうした苦しみの結果が、動

物の生体に棲息するウイルスに変異を起こすことはあるのでしょうか？ 私たちは、身体的次元

を見ること、そして大概はそれを魂の次元から切り離して捉えることに慣れています。しかし、

今日では、たとえば腸と心をつなぐ関係性が知られています。それによって、さまざまなウイル

ス性疾患を前にしたとき、ウイルスの起源についての微生物学的な問いだけでなく、動物界との

関わり方というエコロジーや倫理の問題が持ち上がります。シュタイナーはこの関連について、

100 年以上も前に指摘しています 7 。今日、こうした関係性に目を向け、自然科学的な分析ととも

に、より深い問いを発することも、私たち次第なのです。 
 
 
 
展望 
 

ここに至って、このパンデミックのエコロジカルな次元が視野に入ってきます。これまでグロ

ーバル化は、もっぱら経済的な利害と政治的な権力維持の強い影響のもとに進んできました。コ

ロナ・パンデミックは私たちに、どれほど自分たちが今日形成する人類が同胞である人々、子孫、

そして地球に対して責任を持っているかを意識させます。この病気は私たちに、新たに生命に対

する畏敬を教えることができます。アルベルト・シュヴァイツァーはこの生命に対する畏敬につ

いて、生命にはしばしば忘れられている次元があり、そこではいかなる生物も究極的には別の生

物、そしてその運命から切り離すことはできないのだという言い方で語っていました。過去数日、

数週間に示されたのは、一見変更不可能と思われてきた経済、教育、交通における原則が、生命

の危険の前には相対的なものであるということでした。それによって私たちは、自分の行動にお

 
7 Steiner R: Die Offenbarungen des Karma, GA 120, Dornach 1992, Vortrag vom 17. Mai 1910. Steiner, R.: Erfahrungen 
des Übersinnlichen. Die drei Wege der Seele zu Christus. GA 143. Dornach 1994, Vortrag vom 17. April 1912. 



 
 

ける新たな柔軟性と配慮を学ぶことになります。疑いもなく、リスクグループへの感染は可能な

限り防がなければなりません。そのためにこの間、感染の急速な拡大を抑え込むための様々な措

置がとられました。ここでは市民社会全体、そして世界共同体と連帯して行動することが求めら

れます。感染性の病原体に対しては、可能な限り根本的かつグローバルに排除するという目標が、

長いこと追求されてきました。しかしコロナの流行は私たちにー例えば急速に増大した抗生物質

への耐性のようにー、共生、免疫の獲得、動物、植物、細菌、真菌、ウイルスとの境界をめぐる

問いは悪魔的な敵のイメージではなく、持続可能でエコロジカルな開発展望を必要とすることを

教えます。この SARS-CoV-2 というウイルスは、排除したり根絶したりすることはできません。こ

の先十数年の間に、この領域における更なる新規突然変異があると予想しなければなりません。

感染予防、そして他方では共同体免疫の漸進的発達（「集団免疫」という専門概念も同様に人間

と動物の障害された関係を指し示しています）には、必要な断念と必要な収入のバランスという

目標に向けた、熟慮された措置が必要です。屋外での自然の中での運動、しかしまた他者への共

感と関心には、健康をもたらす効果があり、今特に重要です。治癒にも心遣いや人間的な寄り添

いが必要なのです。社会的な関係ーここでは子どもたちの愛されている度合いーが、その子ども

たちの長期的な感染リスクに対して影響を及ぼすことを示す研究もあります 8。  
この危機においては、レジリエンスの強化には身体的、魂的、精神的な次元があります。 
身体的には、前述の熱の育成、太陽との関わり、生活リズムと並んで健康な栄養や毒物の回避

（タバコ、アルコール）に注意する必要があります。苦味のある野菜は免疫を強め、高容量の砂

糖の消費は、防御力を減少させます。予防と体質的強化は、適切なアントロポゾフィー医薬品と

オイリュトミー療法で支えることができます。 
魂的には、不安を取り除くこと、思慮深さ、勇気、精神的な展望が重要です。不安と魂の緊張

は免疫機能を制約し、不注意で無思慮な行動と同じくらい病気の拡大に貢献すると考えられます。

反対に、積極的な魂の気分（„positive emotional style“）は促進的作用をもち、発病リスクの減少に

つながります 9 。また、唾液の中のコルチゾール濃度は、魂のストレス体験や緊張を指し示し感染

症への感受性と関連しています 10。したがって私たちは不安に対して、また何重にも生み出され

た恐れに対して、内的に立ち向かわなければなりません。なぜなら明瞭な思考、バランスのとれ

た魂の状態、そして勇気が病気への素質を減少させるからです。「［…］流行性の病態をもって、

至る所に発生する病気に対する恐怖、そして恐怖の思考をもって夜の中に眠り込むこと、それは

魂の中に恐怖に満たされた無意識の残像、イマジネーションを生み出します。それは病原体を養

い、育てるのには良き手段なのです」11そのようにルドルフ・シュタイナーは 100 年以上前に述べ

ています。  
精神的にみれば、大いなる問いが現れてきます。パンデミックになる病気が人類に突きつけてい

る課題とは何なのでしょうか？ 一方ではこのパンデミックは社会生活をドラマチックなまでに

抑制し、それによってますます経済、社会、組織を脅かしています。他方でこのパンデミックが

もたらす一時中断は、社会の方向性、価値観、目標を問い直し、新たに規定する可能性を含んで

います。ここでは人間の自然界に対する関係、特に動物たちとの関係が大きな意味を持っていま

す。現在、人間のグローバルな急性疾患が気候変動と地球の病にまで至りました。そこではこの
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病気は、大いなる時代病としての慢性疾患と並んで私たちを目覚めさせ、必要なエコロジカルな

新しい方向づけを、医学の分野においてももたらします。 私たちは長期的には病気や病原体に対

して戦争を仕掛けることはできません。そこでの手段がどれほど価値があるとしてもです。私た

ちは同じ力を持って、人間の持続可能な強化や、人間と自然のエコロジカルな均衡について、私

たちの共通の宇宙的起源の光のもとで考えなければなりません。  
病気のケースでは、生体の病原体除去に対する意味のある応答としての炎症をコントロールする

ことが必要です。無批判に抗炎症、解熱療法を行うべきではありません。私たちは現在、生命を

脅かす COVID-19 という病気に対してエビデンスに基づく治療法を持っていません。この病気はあ

らゆる関係者にとって治療的にまだ未開拓の領域なのです。同様に、私たちが集中治療において

呼吸窮迫症候群の治療についての知識を有しているように、比較的ウイルスによって引き起こさ

れることが多い院外感染肺炎（市中肺炎）の治療においては、アントロポゾフィー医学には治療

経験があります。私たちのみるところでは、アントロポゾフィー医学における治療的提言は、こ

の病気のあらゆる段階において一つの助けとなり、特に肺炎の治療を支えることができるでしょ

う。いくつものアントロポゾフィー病院がコーディネートされた対応において、重症化した

COVID-19 患者の受け入れに集中治療においても関与していることから、経験に基づいて最新の提

言をさらに行なっていくことが、近い将来可能になると思われます。 
 

マティアス・ギルケ、ゲオルグ・ゾルトナー 
 


